
バイオックスＬ／N／ＥＣＯ



抗血栓構造

生体膜模倣

皮膚分泌物

ミクロ相分離
構造制御

不活性流動物質
非固定層の形成

医用高分子分野での抗血栓技術の応用および動物生体膜機能の一部を模倣し、

安全で優れた付着防止をはかる。1. 生体膜模倣

ゴム弾性、表面平滑性を有し、付着物質の容易な離脱をはかる。2. 塗膜物性・構造制御

表面エネルギーを特定領域内に制御し、生物の接着仕事を最小限におさえる。3. 表面エネルギー制御

塗膜物性・構造制御 表面エネルギー制御

環境適合型
汚損防止技術
環境適合型
汚損防止技術

防汚機構

1防汚機構



計 量 の 対 象  
計 量 の 結 果  

バイオックス 
塗膜抽出水測定値 

許容限度  
（㎎／L） 

定 量  
限 界 値  
（㎎／L） 

計 量 の 対 象  
計 量 の 結 果  

バイオックス 
塗膜抽出水測定値 

許容限度  
（㎎／L） 

定 量  
限 界 値  
（㎎／L） 

カドミウム又はその化合物 
（Cd） 

シ ア ン 化 合 物  
（CN） 

有 機 リ ン 化 合 物  
（Or-P） 

又 は そ の 化 合 物  
（Pb） 

六 価 ク ロ ム 化 合 物  
（Cr6＋） 

ひ 素 又 は そ の 化 合 物  
（As） 

水 銀 又 は そ の 化 合 物  
（T-Hg） 

P C B  

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン  

テト ラクロロ エ チレン  

ジ ク ロ ロ メ タ ン  

四 塩 化 炭 素  

1 、2 - ジ クロロエタン  

1、1 -ジクロロエチレン  

シス-1、2-ジクロロエチレン 

1、1、1-トリクロロエタン 

1、1、2-トリクロロエタン 

1、3 -ジクロロプロペン  

チ ウ ラ ム 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

0.1 

1.0 

1.0 

0.1 

0.5 

0.1 

0.005 

0.003 

0.3 

0.1 

0.2 

0.02 

0.04 

0.2 

0.4 

3.0 

0.06 

0.02 

0.06

0.002 

0.1 

0.01 

0.01 

0.05 

0.005 

0.0005 

0.0005 

0.02 

0.005 

0.02 

0.002 

0.004 

0.02 

0.04 

0.005 

0.006 

0.002 

0.006

シ マ ジ ン  

チ オ ベ ン カ ル ブ  

ベ ン ゼ ン  

セ レ ン  
（Se） 

水 素 イ オ ン 濃 度  
（pH） 

化 学 的 酸 素 要 求 量  
（COD） 

ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 量  
（n-Hex） 

フ ェ ノ ー ル 類  

銅 
（Cu） 

亜 鉛  
（Zn） 

溶 解 性 鉄  
（S-Fe） 

溶 解 性 マ ン ガ ン  
（S-Mn） 

全 ク ロ ム  
（T-Cr） 

ふ っ 素  
（F） 

大 腸 菌 群 数  

全 窒 素  
（T-N） 

全 リ ン  
（T-P） 

錫 
（Sn） 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

7.0（at19.5℃） 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

0.1 

0 

不検出 

不検出 

不検出 

0.03 

0.2 

0.1 

0.1 

 

 
 

5.0 

5.0 

3.0 

5.0 

10.0 

10.0 

2.0 

15.0 

 
 

 
 

 
 

 

0.003 

0.02 

0.01 

0.002 

 

0.5 

1 

0.005 

0.01 

0.01 

0.05 

0.01 

0.02 

 

 

0.5 

0.05 

0.01

浸漬水の分析 

バイオックスは、塗膜中にまったく有害物を含有しておらず、また塗膜から海水中への溶出物もないため、海水汚染・水産への影

響などがまったくない、無公害防汚塗料です。 

このことを確認するために、塗膜を浸漬した水について、重金属物質などの分析検査、汎用生物試験、水域生物への安全性確認

試験を行いました。 

なお、水質汚濁防止法についても同様の試験を行っておりますが分析項目すべてにおいて、分析結果は基準値以下でありました。 

5以上9以下 

160 
（日間平均120） 

日間平均3,000 
（個／mL） 

120 
（日間平均60） 

 
16 

（日間平均8） 

検出されないこと 

試験方法：環境庁告示第16号に準じる。　検査機関：化学品検査協会 

環 境へ の影響  
（Microphase Separated Structure）
ミクロ相分離構造

バイオックス塗膜のミクロ相分離構造は、抗血栓材料が血液の表面での

凝結を防ぐ特性に類似して、蛋白質や海洋微生物の吸着や付着を最小限

に抑制する。

▼ ミクロ相分離構造

サーフコム550Aは、三次元表面粗さ形状を測定する装置で、被測定物表面を触針を用い
て一定ピッチで並行にトレースし、表面の広がりと高さ方向の状態を同時にＸ－Ｙ記録計で
拡大記録することにより、表面の形状を一目で知ることが可能な装置です。

表面解析図の測定条件

縦倍率（Ｚ） ……500倍　　　記録ピッチ……1mm
横倍率（Ｘ）   ……10倍　　　トレースピッチ……100μm
前後倍率（Ｙ）……10倍
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3.0

2.0

1.0

（Uniformity and Flatness）
平滑性

塗膜の表面に凹凸が多く存在すると、

水流が乱れて、凹部では部分的に

海水が静止するため、生物の幼虫

や胞子が着生しやすくなる。

バイオックスは、表面が極めて平

滑で凹凸が少ない。

（Surface Energy Control）
表面エネルギー制御

バイオックスは、平滑でゴム弾性

を有し、かつ特定領域内に制御さ

れた表面エネルギーをもつことに

より、粘着性物質や接着性物質が

極めて付着しにくい塗膜を形成する。

セロハンテープ

塗膜 塗板

荷重

1．生体膜模倣

2．塗膜物性構造制御

3．表面エネルギー制御

サーフコム550Aによる表面解析図
▼ バイオックスの表面

▼ 試験方法

▼ 従来の防汚塗料の表面
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3環境への影響

計 量 の 対 象  
計 量 の 結 果  

バイオックス 
塗膜抽出水測定値 

許容限度  
（㎎／L） 

定 量  
限 界 値  
（㎎／L） 

計 量 の 対 象  
計 量 の 結 果  

バイオックス 
塗膜抽出水測定値 

許容限度  
（㎎／L） 

定 量  
限 界 値  
（㎎／L） 

カドミウム又はその化合物 
（Cd） 

シ ア ン 化 合 物  
（CN） 

有 機 リ ン 化 合 物  
（Or-P） 

又 は そ の 化 合 物  
（Pb） 

六 価 ク ロ ム 化 合 物  
（Cr6＋） 

ひ 素 又 は そ の 化 合 物  
（As） 

水 銀 又 は そ の 化 合 物  
（T-Hg） 

P C B  

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン  

テト ラクロロ エ チレン  

ジ ク ロ ロ メ タ ン  

四 塩 化 炭 素  

1 、2 - ジ クロロエタン  

1、1 -ジクロロエチレン  

シス-1、2-ジクロロエチレン 

1、1、1-トリクロロエタン 

1、1、2-トリクロロエタン 

1、3 -ジクロロプロペン  

チ ウ ラ ム 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

0.1 

1.0 

1.0 

0.1 

0.5 

0.1 

0.005 

0.003 

0.3 

0.1 

0.2 

0.02 

0.04 

0.2 

0.4 

3.0 

0.06 

0.02 

0.06

0.002 

0.1 

0.01 

0.01 

0.05 

0.005 

0.0005 

0.0005 

0.02 

0.005 

0.02 

0.002 

0.004 

0.02 

0.04 

0.005 

0.006 

0.002 

0.006

シ マ ジ ン  

チ オ ベ ン カ ル ブ  

ベ ン ゼ ン  

セ レ ン  
（Se） 

水 素 イ オ ン 濃 度  
（pH） 

化 学 的 酸 素 要 求 量  
（COD） 

ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 量  
（n-Hex） 

フ ェ ノ ー ル 類  

銅 
（Cu） 

亜 鉛  
（Zn） 

溶 解 性 鉄  
（S-Fe） 

溶 解 性 マ ン ガ ン  
（S-Mn） 

全 ク ロ ム  
（T-Cr） 

ふ っ 素  
（F） 

大 腸 菌 群 数  

全 窒 素  
（T-N） 

全 リ ン  
（T-P） 

錫 
（Sn） 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

7.0（at19.5℃） 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

不検出 

0.1 

0 

不検出 

不検出 

不検出 

0.03 

0.2 

0.1 

0.1 
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0.01 
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浸漬水の分析 

バイオックスは、塗膜中にまったく有害物を含有しておらず、また塗膜から海水中への溶出物もないため、海水汚染・水産への影

響などがまったくない、無公害防汚塗料です。 

このことを確認するために、塗膜を浸漬した水について、重金属物質などの分析検査、汎用生物試験、水域生物への安全性確認

試験を行いました。 

なお、水質汚濁防止法についても同様の試験を行っておりますが分析項目すべてにおいて、分析結果は基準値以下でありました。 

5以上9以下 

160 
（日間平均120） 

日間平均3,000 
（個／mL） 

120 
（日間平均60） 

 
16 

（日間平均8） 

検出されないこと 

試験方法：環境庁告示第16号に準じる。　検査機関：化学品検査協会 

環 境へ の影響  
（Microphase Separated Structure）
ミクロ相分離構造

バイオックス塗膜のミクロ相分離構造は、抗血栓材料が血液の表面での

凝結を防ぐ特性に類似して、蛋白質や海洋微生物の吸着や付着を最小限

に抑制する。

▼ ミクロ相分離構造

サーフコム550Aは、三次元表面粗さ形状を測定する装置で、被測定物表面を触針を用い
て一定ピッチで並行にトレースし、表面の広がりと高さ方向の状態を同時にＸ－Ｙ記録計で
拡大記録することにより、表面の形状を一目で知ることが可能な装置です。

表面解析図の測定条件

縦倍率（Ｚ） ……500倍　　　記録ピッチ……1mm
横倍率（Ｘ）   ……10倍　　　トレースピッチ……100μm
前後倍率（Ｙ）……10倍
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3.0

2.0

1.0

（Uniformity and Flatness）
平滑性

塗膜の表面に凹凸が多く存在すると、

水流が乱れて、凹部では部分的に

海水が静止するため、生物の幼虫

や胞子が着生しやすくなる。

バイオックスは、表面が極めて平

滑で凹凸が少ない。

（Surface Energy Control）
表面エネルギー制御

バイオックスは、平滑でゴム弾性

を有し、かつ特定領域内に制御さ

れた表面エネルギーをもつことに

より、粘着性物質や接着性物質が

極めて付着しにくい塗膜を形成する。

セロハンテープ

塗膜 塗板

荷重

1．生体膜模倣

2．塗膜物性構造制御

3．表面エネルギー制御

サーフコム550Aによる表面解析図
▼ バイオックスの表面

▼ 試験方法

▼ 従来の防汚塗料の表面
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2 防汚機構



バイオックスECO 150㎛

下塗

中塗

上塗

バイオックスN 75㎛ ／ バイオックスNH（ハイビルドタイプ）の場合は膜厚150㎛を１回塗りとする。
バイオックスN 75㎛

下塗

中塗

上塗①
上塗②

ム
ラ
サ
キ
ガ
イ
、フ
ジ
ツ
ボ
が

全
面
に
付
着
し
て
い
る
。

貝
類
、藻
類
の
付
着
は
、

全
く
認
め
ら
れ
ず
、防
汚
性
良
好
。

1.試験パネル浸漬結果

浸海月数浸海場所
清　水
横須賀
若　狭

＊数字はフジツボ付着面積（％）を示す。

6ヵ月
0
0
0

1 年
0
0
0

2 年
0
0
0

3 年
1
3
0

4 年
3
6
1

浸海試験によるバイオックスの試験結果は下表のとおりです。
浸海地域により幾分の差があるが、良好な成績を示しています。

Ⓐ：タールエポキシライニング仕様
Ⓑ：バイオックス標準仕様

取水管実工事結果

（26ヵ月運転）（26ヵ月運転）用　途
● 取水路 ● 海水管 ● ポンプ　ウエル ● 放水路 ● 循環水ポンプ、海水ポンプなど 
● 水門・門扉 ● 循環水管 ● 船舶外板およびプロペラ ● 連続除貝装置
● ブイ ● 復水器水室および管板 ● その他

素地調整

鉄部（鋼）工　程 コンクリート SUS／チタン
／銅合金

タールエポキシ
ライニング面

ガラスフレーク
ライニング面

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックスプライマーS
50㎛

バイオックスプライマーS
50㎛

バイオックスプライマーHB
50㎛

バイオックスプライマーHB
50㎛

バイオックスプライマーS
100㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックスL 75㎛ ／ バイオックスLH（ハイビルドタイプ）の場合は膜厚150㎛を１回塗りとする。
バイオックスL 75㎛

下塗

ゴムライニング

ブラスト処理SSPC  
SP-10（ISO Sa 2 ½）
まで除錆する。

ディスクサンダー等でエ
フロ、レイタンス等を除
去し清掃する。
（ 含 水 率 1 0 ％ 以 下 、
PH10以下）尚、凹凸が
著しい場合はモルタル補
修または、パテ材（テクト
バリヤーSPあるいはナ
プコバリヤー5M）にて
補修し表面を平滑にする。

ディスクサンダー等で
均一に目粗し処理した
後、清掃する。油脂分等
の付着物はシンナー拭
きで除去し清掃脱脂す
る。

ディスクサンダー等で
全面を目粗し処理した
後、清掃する。ピンホー
ルテスト、膜厚測定を行
ないライニング欠陥部
はノンタールエポキシ
樹脂塗料で補修する。

サンドペーパー等にて
全面を均一に目粗し処
理した後、清掃脱脂を
行なう。

スイープブラストまたはデ
ィスクサンダー等で全面を
均一に目粗し処理し、清掃
脱脂する。（ポリエステル、
ビニルエステル樹脂系ガラ
スフレークの種類（ワック
スの有無）によって付着性
が異なるため50～100㎛
程度は除去すること）

注１）上塗工程でバイオックスLH・NHをエアレス塗装（150㎛）する事により工程短縮できます。
注２）バイオックスL・LH・N・NH・ECOは特殊シリコン樹脂系防汚塗料のため専用の塗装機（エアレス・ローラー・ハケ）に限定してください。
注３）他の塗料と混在使用するとハジキの原因になりますので注意して下さい。
注4）ポリエチレンライニング面への塗装仕様は、弊社にお問合せ下さい。

バイオックス システム新設標準塗装仕様一覧表

中塗

上塗①
上塗②

バイオックスの防汚性能

塗装仕様

ⒷⒶ

（
標
準
タ
イ
プ
）

バ
イ
オ
ッ
ク
ス
Ｌ

（
高
汚
損
海
域
タ
イ
プ
）

バ
イ
オ
ッ
ク
ス
N
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ・V
O
C
物
資
削
減
タ
イ
プ
）

バ
イ
オ
ッ
ク
ス
Ｅ
Ｃ
Ｏ

バイオックスの安全に関するアメリカ合衆国での見解

急性毒性試験

バイオックスは、アメリカ合衆国 環境庁（EPA：United States Environ-

mental Protection Agency）において、連邦殺虫・防カビ・殺鼠法（FIFRA：

Federal Insecticide, Fungicide and Rodenticide Act）に登録する必要

がない無毒性の海棲生物が付着しにくい塗料（Foul Release Coating）で

あるとの見解を得ております。

当社で飼育しているグッピー（胎性メダカ）を用いて、JIS K 0103 に規定され

ている方法で対魚毒性試験を行ない、96時間後まで継続的に急性毒性を調

査した。

〔試験方法〕

バイオックスによる急性毒性は、96時間で発
現しません。

急性毒性試験結果

生
存
率（
％
）
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安全性

5BIOXの防汚性能／塗装仕様

バイオックスECO 150㎛

下塗

中塗

上塗

バイオックスN 75㎛ ／ バイオックスNH（ハイビルドタイプ）の場合は膜厚150㎛を１回塗りとする。
バイオックスN 75㎛

下塗

中塗

上塗①
上塗②

ム
ラ
サ
キ
ガ
イ
、フ
ジ
ツ
ボ
が

全
面
に
付
着
し
て
い
る
。

貝
類
、藻
類
の
付
着
は
、

全
く
認
め
ら
れ
ず
、防
汚
性
良
好
。

1.試験パネル浸漬結果

浸海月数浸海場所
清　水
横須賀
若　狭

＊数字はフジツボ付着面積（％）を示す。

6ヵ月
0
0
0

1 年
0
0
0

2 年
0
0
0

3 年
1
3
0

4 年
3
6
1

浸海試験によるバイオックスの試験結果は下表のとおりです。
浸海地域により幾分の差があるが、良好な成績を示しています。

Ⓐ：タールエポキシライニング仕様
Ⓑ：バイオックス標準仕様

取水管実工事結果

（26ヵ月運転）（26ヵ月運転）用　途
● 取水路 ● 海水管 ● ポンプ　ウエル ● 放水路 ● 循環水ポンプ、海水ポンプなど 
● 水門・門扉 ● 循環水管 ● 船舶外板およびプロペラ ● 連続除貝装置
● ブイ ● 復水器水室および管板 ● その他

素地調整

鉄部（鋼）工　程 コンクリート SUS／チタン
／銅合金

タールエポキシ
ライニング面

ガラスフレーク
ライニング面

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

SDジンク500
40㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックスプライマーS
50㎛

バイオックスプライマーS
50㎛

バイオックスプライマーHB
50㎛

バイオックスプライマーHB
50㎛

バイオックスプライマーS
100㎛

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックス
プライマーHB
200㎛

バイオックス
プライマーHB

ミストコート（50㎛）

バイオックスL 75㎛ ／ バイオックスLH（ハイビルドタイプ）の場合は膜厚150㎛を１回塗りとする。
バイオックスL 75㎛

下塗

ゴムライニング

ブラスト処理SSPC  
SP-10（ISO Sa 2 ½）
まで除錆する。

ディスクサンダー等でエ
フロ、レイタンス等を除
去し清掃する。
（ 含 水 率 1 0 ％ 以 下 、
PH10以下）尚、凹凸が
著しい場合はモルタル補
修または、パテ材（テクト
バリヤーSPあるいはナ
プコバリヤー5M）にて
補修し表面を平滑にする。

ディスクサンダー等で
均一に目粗し処理した
後、清掃する。油脂分等
の付着物はシンナー拭
きで除去し清掃脱脂す
る。

ディスクサンダー等で
全面を目粗し処理した
後、清掃する。ピンホー
ルテスト、膜厚測定を行
ないライニング欠陥部
はノンタールエポキシ
樹脂塗料で補修する。

サンドペーパー等にて
全面を均一に目粗し処
理した後、清掃脱脂を
行なう。

スイープブラストまたはデ
ィスクサンダー等で全面を
均一に目粗し処理し、清掃
脱脂する。（ポリエステル、
ビニルエステル樹脂系ガラ
スフレークの種類（ワック
スの有無）によって付着性
が異なるため50～100㎛
程度は除去すること）

注１）上塗工程でバイオックスLH・NHをエアレス塗装（150㎛）する事により工程短縮できます。
注２）バイオックスL・LH・N・NH・ECOは特殊シリコン樹脂系防汚塗料のため専用の塗装機（エアレス・ローラー・ハケ）に限定してください。
注３）他の塗料と混在使用するとハジキの原因になりますので注意して下さい。
注4）ポリエチレンライニング面への塗装仕様は、弊社にお問合せ下さい。

バイオックス システム新設標準塗装仕様一覧表

中塗

上塗①
上塗②

バイオックスの防汚性能

塗装仕様
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バイオックスの安全に関するアメリカ合衆国での見解

急性毒性試験

バイオックスは、アメリカ合衆国 環境庁（EPA：United States Environ-

mental Protection Agency）において、連邦殺虫・防カビ・殺鼠法（FIFRA：

Federal Insecticide, Fungicide and Rodenticide Act）に登録する必要

がない無毒性の海棲生物が付着しにくい塗料（Foul Release Coating）で

あるとの見解を得ております。

当社で飼育しているグッピー（胎性メダカ）を用いて、JIS K 0103 に規定され

ている方法で対魚毒性試験を行ない、96時間後まで継続的に急性毒性を調

査した。

〔試験方法〕

バイオックスによる急性毒性は、96時間で発
現しません。

急性毒性試験結果

生
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率（
％
）
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4 安全性
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